
地理Ｂ（自宅学習プリント 15） ヨーロッパの工業② 

第 2回目は、第二次世界大戦後のヨーロッパの工業です。教科書 p.140，p.141，p.284，p.285、地図帳

p.41～p.56を参考にして、プリントを完成しましょう。 

２ 第二次世界大戦後のヨーロッパの工業 

 第二次世界大戦後、資源の海外依存の高まりや、

石炭から石油へのエネルギーの転換、施設の老朽化

によって、臨海部に新たな重化学工業地域が形成さ

れました。 

(1)イギリス 

  2         （石油化学） 

  3         （鉄鋼） 

(2)フランス 

  5         （鉄鋼） 

 10         （鉄鋼） 

 11         （石油化学） 

(3)ドイツ 

 12         （石油化学・造船） 

 13         （鉄鋼） 

 Ｐ      地方 

…ライン川の水運やパイプラインを利用して、内陸部であるが石油化学工業、鉄鋼業が発達しました。 

(4)オランダ…17         （石油化学） 

(5)イタリア…21         （鉄鋼） 

３ 1970年代（石油危機）以降のヨーロッパの工業 

 鉄鋼業や石油化学工業などから加工組立型の機械工業へと工業の中心が移りました。 

(1)イギリス 

  1         （造船・鉄鋼・エレクトロニクス）→Ｘ           

  2         (イギリス最大の総合工業地域)…出版・印刷、エレクトロニクスなど先端技術産業 

(2)フランス 

  6     (フランス最大の総合工業地域)…自動車、機械、食品、エレクトロニクスなど先端技術産業 

  9         （航空機）…エアバス社の最終組立地 

  7         （ワイン・航空機・造船）  8         （絹織物・機械・化学） 

(3)ドイツ 

 14          15          →戦前から自動車工業都市として発展しました 

 16         （ビール・自動車・エレクトロニクス） 

(4)イタリア 

 18      (自動車) 19      (化学・機械・繊維) 20       (造船・鉄鋼・石油化学) 

  →Ｙ           …アルプスの水力発電などを利用して、早くから発達しました。 

 22          23          24          

…1970年代以降、熟練した職人の高い伝統技術を生かした繊維や皮革などの各種工業が発達しました。 

→Ｙ          、南部の 21      に対してＺ「          」と呼ばれます。 


